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化⽯資源 化⽯資源 + バイオマス資源

エネルギー・資源ミックス型社会化⽯資源依存型社会

基幹化合物
・メタノール
・⽔素
・アンモニア

・地下資源依存による持続可能性の危惧
・⽇本のエネルギーセキュリティの脆弱さ

現状 創るべき未来への過渡期

・地下資源+地上資源による持続可能性の強化
・⽇本のエネルギーセキュリティの向上

バイオマス利⽤技術が実⽤化しない要因：
・バイオマス資源由来化合物が⾼コスト
・バイオマス資源の安定供給性の低さ

バイオマス利⽤の課題解決：
“⾰新的技術開発”＋“既存設備の利⽤による“
・バイオマス資源由来化合物の低コスト化
・バイオマス資源の安定供給性の解消

ベスト
ミックス

100%地上資源・依存型循環型社会

バイオマス資源 基幹化合物
・メタノール
・⽔素
・アンモニア
・・・

創るべき未来
（2050年よりもっと早く）

・地上資源による持続可能性の確⽴
・強固な⽇本のエネルギーセキュリティ

バイオマス利⽤の課題解決：
“新技術を基盤とするプラントの設⽴”
・低コストなバイオマス資源由来化合物の普及
・バイオマス資源の安定供給性

市場予測
・メタノール：約10兆円（2030年）
・⽔素 ：約12兆円（2040年）
・アンモニア：  約5兆円（2030年）
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物質変換プラットフォーム
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物質変換プラットフォーム：バイオマス→水素・メタノール・アンモニア

“リグニン→メタノール” “セルロース→水素” “キチン→アンモニア”
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リグニン→メタノールの実験の様子
セルロース
→水素の実験の様子

技術の社会実装に向けて


